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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のトランジスタと第２のトランジスタとを備える差動カスコード増幅器と、
　トランジスタであって、
　　前記差動カスコード増幅器の前記第１のトランジスタのゲート端子に結合されたソー
ス端子と、
　　前記差動カスコード増幅器の前記第２のトランジスタのゲート端子に結合されたドレ
イン端子と、
　前記第１のトランジスタの前記ゲート端子に、および前記トランジスタの前記ソース端
子に結合された第１のパッシブな高インピーダンス要素と、
　前記第２のトランジスタの前記ゲート端子に、および前記ドレイン端子に結合された第
２のパッシブな高インピーダンス要素と
　を含むトランジスタと
　を備え、ここにおいて、
　前記トランジスタは、前記ソース端子を、前記差動カスコード増幅器の前記第１のトラ
ンジスタの前記ゲート端子に選択的に結合するために、および前記ドレイン端子を、前記
差動カスコード増幅器の前記第２のトランジスタの前記ゲート端子に選択的に結合するた
めに、第１のモードにおいてアクティベートされるように構成され、
　前記トランジスタは、前記差動カスコード増幅器の前記第１のトランジスタの前記ゲー
ト端子が、前記第１のパッシブな高インピーダンス要素および前記第２のパッシブな高イ
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ンピーダンス要素を介して、前記差動カスコード増幅器の前記第２のトランジスタの前記
ゲート端子に結合されるように、第２のモードにおいてデアクティベートされるように構
成され、ここにおいて、前記第１のパッシブな高インピーダンス要素および前記第２のパ
ッシブな高インピーダンス要素は、共通の制御ノードに共に結合される、
　装置。
【請求項２】
　前記第２のパッシブな高インピーダンス要素は、前記第１のパッシブな高インピーダン
ス要素に結合される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１のパッシブな高インピーダンス要素は第１の抵抗器を備え、ここにおいて、前
記第２のパッシブな高インピーダンス要素は第２の抵抗器を備える、請求項２に記載の装
置。
【請求項４】
　前記第１のパッシブな高インピーダンス要素は第１のインダクタを備え、ここにおいて
、前記第２のパッシブな高インピーダンス要素は第２のインダクタを備える、請求項２に
記載の装置。
【請求項５】
　前記差動カスコード増幅器は、
　前記第１のトランジスタに結合された第３のトランジスタと、
　前記第２のトランジスタに結合された第４のトランジスタと、ここにおいて、前記第１
のトランジスタと前記第３のトランジスタは第１のカスコードトランジスタ対を形成し、
ここにおいて、前記第２のトランジスタと前記第４のトランジスタは第２のカスコードト
ランジスタ対を形成する、
　をさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記第３のトランジスタのゲートは第１の差動入力信号を受信するように構成され、こ
こにおいて、前記第４のトランジスタのゲートは第２の差動入力信号を受信するように構
成される、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記差動カスコード増幅器に結合された変圧器をさらに備え、ここにおいて、前記変圧
器は、前記差動カスコード増幅器の出力をアンテナに与えるように構成される、請求項１
に記載の装置。
【請求項８】
　電力増幅器または駆動増幅器をさらに備え、ここにおいて、前記トランジスタおよび前
記差動カスコード増幅器は前記電力増幅器または前記駆動増幅器内に含められる、請求項
１に記載の装置。
【請求項９】
　前記差動カスコード増幅器は増幅器段のユニットセルに含められ、ここにおいて、前記
第１のトランジスタのドレイン端子は前記増幅器段の少なくとも１つの他のユニットセル
に結合される、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　第１のゲート端子を有する第１のトランジスタを含み、第２のゲート端子を有する第２
のトランジスタをさらに含む差動カスコード増幅器において、差動信号を増幅することと
、
　第１のモードの間に、前記第１のゲート端子と前記第２のゲート端子との間に結合され
たトランジスタを介して、前記第１のゲート端子を前記第２のゲート端子に結合するため
に、前記トランジスタをアクティベートすることと、
　第２のモードの間に、前記差動カスコード増幅器の前記第１のトランジスタの前記ゲー
ト端子が、第１のパッシブな高インピーダンス要素および第２のパッシブな高インピーダ
ンス要素を介して、前記差動カスコード増幅器の前記第２のトランジスタの前記ゲート端
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子に結合するように、前記第１のゲート端子を前記第１のパッシブな高インピーダンス要
素に結合するために、および前記第２のゲート端子を前記第２のパッシブな高インピーダ
ンス要素に結合するために、前記トランジスタをデアクティベートすることと、ここにお
いて、前記第１のパッシブな高インピーダンス要素および前記第２のパッシブな高インピ
ーダンス要素は、共通の制御ノードに共に結合される、
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記第２のモードの間に、前記第１のゲート端子における電圧が前記第１のトランジス
タのドレイン電圧を追跡し、前記第２のゲート端子における電圧が前記第２のトランジス
タのドレイン電圧を追跡する、請求項１０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その内容全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４
年４月２２日に出願された、同一出願人が所有する米国非仮特許出願第１４／２５８，６
６９号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は一般に、オフ状態にある１つまたは複数のゲインセルを有する差動カス
コード増幅器に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]技術の進歩により、コンピューティングデバイスは、より小型でより強力になっ
た。たとえば、現在、小型で、軽量で、ユーザが容易に持ち運べる、ポータブルワイヤレ
ス電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、およびページングデバイスなど、ワイヤレスコンピュ
ーティングデバイスを含む、様々なポータブルパーソナルコンピューティングデバイスが
存在する。より具体的には、セルラー電話およびインターネットプロトコル（ＩＰ）電話
などのポータブルワイヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声とデータパケ
ットとを通信し得る。さらに、多くのそのようなワイヤレス電話は、その中に組み込まれ
た他のタイプのデバイスを含む。たとえば、ワイヤレス電話は、デジタルスチルカメラ、
デジタルビデオカメラ、デジタルレコーダ、およびオーディオファイルプレーヤをも含み
得る。また、そのようなワイヤレス電話は、インターネットにアクセスするために使用さ
れ得る、ウェブブラウザアプリケーションなど、ソフトウェアアプリケーションを含む、
実行可能な命令を処理し得る。したがって、これらのワイヤレス電話はかなりの計算能力
を含み得る。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]ワイヤレス電話または他のワイヤレスデバイスは、アンテナを介して信号を送る
送信機を含み得る。信号は、アンテナによって送られるより前に、ワイヤレスデバイスの
電力増幅器（ＰＡ）段または駆動増幅器（ＤＡ）段などにおいて増幅され得る。ＰＡ段（
またはＤＡ段）は、変圧器などを介して、アンテナに磁気的に結合され得、また、ＰＡ段
（またはＤＡ段）が変圧器を介してアンテナに差動増幅された信号を供給することを可能
にする差動カスコード構成（たとえば、カスコードトランジスタの差動対を含み得る）を
有し得る。動作の間、ワイヤレスデバイスは、差動増幅された信号の利得を調節するため
に、ＰＡ段（またはＤＡ段）の一部分（たとえば「セル」）を選択的にアクティベートし
得る。たとえば、セル内のトランジスタのゲート端子は、バイアス電圧が論理高の電圧レ
ベルを有するときにアクティベートされ得るか、またはバイアス電圧が論理低の電圧レベ
ル（たとえば、ほぼ０ボルト）を有するときにデアクティベートされ得る。
【０００５】
　[0005]セルをデアクティベートするためにバイアス電圧を論理低の電圧レベル（たとえ
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ば、ほぼ０ボルト）に調節することは、トランジスタに「ストレス」を与え得る。たとえ
ば、ＰＡ段（またはＤＡ段）の利得を調節する間、デアクティベートされたセルのカスコ
ードデバイスのトランジスタは、バイアス電圧よりもかなり大きいドレイン電圧を有し、
トランジスタに電圧「ストレス」を引き起こし得る。この電圧「ストレス」は、（たとえ
ばトランジスタのゲート酸化物領域に損害を与えることによって）トランジスタに損害を
与え得るものであり、また増幅器段の信頼性を低下させ得る。論理低の電圧レベルである
バイアス電圧は、デアクティベートされたトランジスタのドレインゲート間電圧差を低減
するように増大され得るが、この技法はカスコードデバイスを通じた漏れ電流（たとえば
信号漏れ）を増加させ、それによって、カスコードデバイスの増幅された出力とカスコー
ドデバイスの入力との間の線形性を低減する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】[0006]ワイヤレスシステムと通信するワイヤレスデバイスを示す図。
【図２】[0007]図１のワイヤレスデバイスのブロック図。
【図３】[0008]図２のワイヤレスデバイスの構成要素内にある増幅器の例示的な実施形態
を示すブロック図。
【図４】[0009]図２のワイヤレスデバイスの増幅器内に組み込まれた要素を含む回路の例
示的な実施形態を示す図。
【図５】[0010]差動カスコード増幅器内にあるトランジスタのゲート端子を選択的に分離
する方法の例示的な実施形態を示すフローチャート。
【図６】
【図７】
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　[0011]下で示される詳細な説明は、本開示の例示的な設計の説明として意図され、本開
示を実践できる唯一の設計を表すことは意図されていない。「例示的」という用語は、本
明細書では、「例、実例、または例示として働くこと」を意味するのに使用される。本明
細書で「例示的」として説明されるすべての設計は、必ずしも、他の設計より好ましいま
たは有利と解釈されるべきではない。この「発明を実施するための形態」は、本開示の例
示的な設計の完全な理解を提供するために、特定の詳細を含む。本明細書で説明される例
示的な設計が、これらの特定の詳細なしで実践され得ることは、当業者には明白である。
いくつかの場合には、周知の構造およびデバイスは、本明細書で提示される例示的な設計
の新規性を不明瞭にすることを避けるために、ブロック図の形で示される。
【０００８】
　[0012]図１に、ワイヤレス通信システム１２０と通信するワイヤレスデバイス１１０を
示す。ワイヤレス通信システム１２０は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録
商標）：Long Term Evolution）システム、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、モ
バイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Com
munications）システム、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ：wireless 
local area network）システム、または何らかの他のワイヤレスシステムであり得る。Ｃ
ＤＭＡシステムは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、ＣＤＭＡ　１Ｘ（ＣＤ
ＭＡ２０００　１ｘＲＴＴ）、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：
Evolution-Data Optimized）、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ：Time Division 
Synchronous CDMA）、またはＣＤＭＡの何らかの他のバージョンを実装し得る。簡単のた
めに、図１は、２つの基地局１３０および１３２と１つのシステムコントローラ１４０と
を含むワイヤレス通信システム１２０を示している。概して、ワイヤレスシステムは、任
意の数の基地局と、ネットワークエンティティの任意のセットとを含み得る。
【０００９】
　[0013]ワイヤレスデバイス１１０は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、端末、アクセス端
末、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ワイヤレスデバイス１１０は、セル
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ラー電話、スマートフォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、スマートブック、ネットブック、コ
ードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）ステーション、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）デバイスなどとされ得る。ワイヤレスデバイス１１０はワイヤレス通信シス
テム１２０と通信し得る。ワイヤレスデバイス１１０はまた、放送局（たとえば、放送局
１３４）からの信号、１つまたは複数のグローバルナビゲーション衛星システム（ＧＮＳ
Ｓ：global navigation satellite systems）中の衛星（たとえば、衛星１５０）からの
信号などを受信し得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ＬＴＥ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ　
１Ｘ、ＥＶ－ＤＯ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＧＳＭ、８０２．１１など、ワイヤレス通信のた
めの１つまたは複数の無線技術をサポートし得る。
【００１０】
　[0014]図２は、図１のワイヤレスデバイス１１０の例示的な設計のブロック図を示す。
この例示的な設計では、ワイヤレスデバイス１１０は、１次アンテナ２１０に結合された
トランシーバ２２０と、２次アンテナ２１２に結合されたトランシーバ２２２と、データ
プロセッサ／コントローラ２８０とを含む。トランシーバ２２０は、複数の周波数帯域、
複数の無線技術、キャリアアグリゲーションなどをサポートするために、複数（Ｋ個）の
受信機２３０ｐａ～２３０ｐｋと複数（Ｋ個）の送信機２５０ｐａ～２５０ｐｋとを含む
。トランシーバ２２２は、複数の周波数帯域、複数の無線技術、キャリアアグリゲーショ
ン、受信ダイバーシティ、複数の送信アンテナから複数の受信アンテナへの多入力多出力
（ＭＩＭＯ）送信などをサポートするために、複数（Ｌ個）の受信機２３０ｓａ～２３０
ｓｌと複数（Ｌ個）の送信機２５０ｓａ～２５０ｓｌとを含む。
【００１１】
　[0015]図２に示す例示的な設計では、各受信機２３０ｐａ～２３０ｐｋ、２３０ｓａ～
２３０ｓｌはそれぞれ、ＬＮＡ　２４０ｐａ～２４０ｐｋ、２４０ｓａ～２４０ｓｌと、
受信回路２４２ｐａ～２４２ｐｋ、２４２ｓａ～２４２ｓｌを含む。データ受信では、ア
ンテナ２１０は、基地局および／または他の送信機局から信号を受信し、受信ＲＦ信号を
与え、その受信ＲＦ信号は、アンテナインターフェース回路２２４を介してルーティング
され、選択された受信機に入力ＲＦ信号として提示される。アンテナインターフェース回
路２２４は、スイッチ、デュプレクサ、送信フィルタ、受信フィルタ、整合回路などを含
み得る。以下の説明では、受信機２３０ｐａが選択された受信機である例が提示される。
受信機２３０ｐａ内で、ＬＮＡ２４０ｐａが、入力ＲＦ信号を増幅し、出力ＲＦ信号を与
える。受信回路２４２ｐａは、出力ＲＦ信号をＲＦからベースバンドにダウンコンバート
し、ダウンコンバートされた信号を増幅およびフィルタ処理し、データプロセッサ／コン
トローラ２８０にアナログ入力信号を与える。受信回路２４２ｐａは、ミキサ、フィルタ
、増幅器、整合回路、発振器、局部発振器（ＬＯ）生成器、位相ロックループ（ＰＬＬ：
phase locked loop）などを含み得る。トランシーバ２２０および２２２中の各残りの受
信機は、受信機２３０ｐａと同様の方法で動作し得る。
【００１２】
　[0016]図２に示す例示的な設計では、各送信機２５０ｐａ～２５０ｐｋ、２５０ｓａ～
２５０ｓｌはそれぞれ、送信回路２５２ｐａ～２５２ｐｋ、２５２ｓａ～２５２ｓｌと、
電力増幅器（ＰＡ）２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌとを含んでいる。
データ送信では、データプロセッサ／コントローラ２８０は、送信されるべきデータを処
理（たとえば、符号化および変調）し、選択された送信機にアナログ出力信号を与える。
以下の説明では、送信機２５０ｐａが選択された送信機である例が提示される。送信機２
５０ｐａ内で、送信回路２５２ｐａは、アナログ出力信号を増幅し、フィルタ処理し、ベ
ースバンドからＲＦにアップコンバートし、被変調ＲＦ信号を与える。送信回路２５２ｐ
ａは、増幅器、フィルタ、ミキサ、整合回路、発振器、ＬＯ生成器、ＰＬＬなどを含み得
る。ＰＡ２５４ｐａは、被変調ＲＦ信号を受信し、増幅し、適切な出力電力レベルを有す
る送信ＲＦ信号を与える。送信ＲＦ信号は、アンテナインターフェース回路２２４を介し
てルーティングされ、アンテナ２１０を介して送信される。トランシーバ２２０および２
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２２中の各残りの送信機は、送信機２５０ｐａと同様の方法で動作し得る。
【００１３】
　[0017]図２は、受信機２３０ｐａ～２３０ｐｋおよび２３０ｓａ～２３０ｓｌならびに
送信機２５０ｐａ～２５０ｐｋおよび２５０ｓａ～２５０ｓｌの例示的な設計を示す。受
信機および送信機はまた、フィルタ、整合回路など、図２に示されていない他の回路を含
み得る。トランシーバ２２０および２２２の全部または一部分が、１つまたは複数のアナ
ログ集積回路（ＩＣ）、ＲＦ　ＩＣ（ＲＦＩＣ）、混合信号ＩＣなどの上に実装され得る
。たとえば、ＬＮＡ２４０ｐａ～２４０ｐｋおよび２４０ｓａ～２４０ｓｌ、ならびに受
信回路２４２ｐａ～２４２ｐｋおよび２４２ｓａ～２４２ｓｌは、ＲＦＩＣなどであり得
る１つのモジュール上に実装され得る。トランシーバ２２０および２２２中の回路は他の
様式でも実装され得る。
【００１４】
　[0018]例示的な実施形態では、送信回路２５２ｐａ～２５２ｐｋ、２５２ｓａ～２５２
ｓｌはそれぞれ、駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌを含み得
る。駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌは、データプロセッサ
／コントローラ２８０から第１の送信信号２９２ｐａ～２９２ｐｋ、２９２ｓａ～２９２
ｓｌ（たとえば入力信号）を受信し得る。例示的な実施形態では、電力増幅器２５４ｐａ
～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌはそれぞれ、駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ
、２９０ｓａ～２９０ｓｌから第２の送信信号２９４ｐａ～２９４ｐｋ、２９４ｓａ～２
９４ｓｌを受信し得る。例示的な実施形態では、第１の送信信号２９２ｐａ～２９２ｐｋ
、２９２ｓａ～２９２ｓｌおよび／または第２の送信信号２９４ｐａ～２９４ｐｋ、２９
４ｓａ～２９４ｓｌは、差動信号（たとえば、図３の第１の差動信号３３４および第２の
差動信号３３６または図４の第１の差動信号（ＰＡ入力＋）４５０および第２の差動信号
（ＰＡ入力－）４５２）を含み得る。
【００１５】
　[0019]電力増幅器２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌのうちの１つもし
くは複数および／または駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌの
うちの１つもしくは複数は、図３～４および７に関連してさらに詳細に説明するように、
差動カスコード増幅器（たとえば、第１のゲート端子３１２を有する第１のトランジスタ
３０４と第２のゲート端子３１４を有する第２のトランジスタ３０６とを含む図３の差動
カスコード増幅器３０２）と、トランジスタ（たとえば、図３のトランジスタ３２０）と
、第１のゲート端子３１２と制御ノード（たとえば、図３の制御ノード３２６）とに結合
された第１の高インピーダンス要素（たとえば、図３の第１の高インピーダンス要素３２
２）と、第２のゲート端子３１４と制御ノードとに結合された第２の高インピーダンス要
素（たとえば、図３の第２の高インピーダンス要素３２４）とを含み得る。
【００１６】
　[0020]たとえば、駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌのうち
の１つまたは複数が、データプロセッサ／コントローラ２８０から第１の送信信号（たと
えば、それぞれ２９２ｐａ～２９２ｐｋ、２９２ｓａ～２９２ｓｌのうちの１つ）を受信
し増幅するように動作可能である、図３の差動カスコード増幅器３０２を含み得る。別の
例として、電力増幅器２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌのうちの１つま
たは複数が、駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌのうちの１つ
または複数から第２の送信信号（たとえば、それぞれ２９４ｐａ～２９４ｐｋ、２９４ｓ
ａ～２９４ｓｌ）を受信し増幅するように動作可能である、図３の差動カスコード増幅器
３０２を含み得る。追加または代替として、図４のシステム４００は、ＰＡ　２５４ｐ～
２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌのうちの１つもしくは複数および／またはＤＡ　２
９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌのうちの１つもしくは複数に含められ得
るか、あるいはそれらを実装するために使用され得る。
【００１７】
　[0021]図３～７をさらに参照しながら説明するように、電力増幅器２５４ｐａ～２５４
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ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌのうちの１つもしくは複数および／または駆動増幅器２９
０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌのうちの１つもしくは複数の信頼性、電力
消費量、および応答線形性は、トランジスタ３２０が差動カスコード増幅器３０２のそれ
ぞれ２つのトランジスタ３０４、３０６の２つのゲート端子３１２、３１４に結合される
、図３の差動カスコード増幅器３０２を使用して改善され得る。
【００１８】
　[0022]データプロセッサ／コントローラ２８０は、ワイヤレスデバイス１１０のための
様々な機能を実施し得る。たとえば、データプロセッサ／コントローラ２８０は、受信機
２３０ｐａ～２３０ｐｋ、２３０ｓａ～２３０ｓｌを介して受信されているデータおよび
送信機２５０ｐａ～２５０ｐｋ、２５０ｓａ～２５０ｓｌを介して送信されているデータ
のための処理を実施し得る。データプロセッサ／コントローラ２８０は、トランシーバ２
２０および２２２内の様々な回路の動作を制御し得る。たとえば、データプロセッサ／コ
ントローラ２８０は、ＰＡ　２５４ｐａに制御信号２９６ｐａを与え得る。制御信号２９
６ｐａは、イネーブル信号（たとえば、図３のイネーブル信号３３０または図４のイネー
ブル信号（ＴＵＲＮ＿ＯＮ）４４０）と、バイアス電圧（たとえば、図３のバイアス電圧
３３２または図４の第１のバイアス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＮ）４４２および第２のバ
イアス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＦＦ）４４４）とを含み得る。データプロセッサ／コン
トローラ２８０は、ＰＡ　２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌおよび／ま
たはＤＡ　２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌに、同様の制御信号を与え
得る。メモリ２８２は、データプロセッサ／コントローラ２８０のためのプログラムコー
ドとデータとを記憶し得る。データプロセッサ／コントローラ２８０は、１つまたは複数
の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）および／または他のＩＣ上に実装され得る。
【００１９】
　[0023]ワイヤレスデバイス１１０は、複数のバンドグループ、複数の無線技術、および
／または複数のアンテナをサポートし得る。ワイヤレスデバイス１１０は、複数のバンド
グループ、複数の無線技術、および／または複数のアンテナを介した受信をサポートする
ために、いくつかのＬＮＡを含み得る。図１および図２のワイヤレスデバイス１１０は、
図３～図４および図７に関連してさらに説明するように、差動カスコード増幅器の１つま
たは複数のトランジスタに損傷を与える可能性を低減する例示的なデバイス（差動カスコ
ード増幅器、トランジスタ、第１の高インピーダンス要素、および第２の高インピーダン
ス要素を含む）を示している。
【００２０】
　[0024]図３を参照すると、増幅システム３００の例示的な実施形態が示されている。増
幅システム３００は、電力増幅器または駆動増幅器に含められ得る。例として本明細書で
説明するように、増幅システム３００は、ＰＡ　２５４ｐａに含められても、ＰＡ　２５
４ｐａを実装するために使用されてもよい。他の例示的な実施形態では、増幅システム３
００は、図２の電力増幅器２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌのうちの１
つもしくは複数、または駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌの
うちの１つもしくは複数に含められるか、またはそれらを実装するために使用され得る。
【００２１】
　[0025]増幅システム３００は、第１のゲート端子３１２を有する第１のトランジスタ３
０４と第２のゲート端子３１４を有する第２のトランジスタ３０６とを含む差動カスコー
ド増幅器３０２を含み得る。差動カスコード増幅器３０２はまた、第１のトランジスタ３
０４に結合された第３のトランジスタ３０８と、第２のトランジスタ３０６に結合された
第４のトランジスタ３１０とを含み得る。第１のトランジスタ３０４と第３のトランジス
タ３０８は第１のカスコードトランジスタ対を形成し得、第２のトランジスタ３０６と第
４のトランジスタ３１０は第２のカスコードトランジスタ対を形成し得る。第３のトラン
ジスタ３０８は第１の差動信号３３４を受信するように構成され得、第４のトランジスタ
３１０は第２の差動信号３３６を受信するように構成され得る。例示的な実施形態では、
差動信号３３４、３３６は、図２のＤＡ　２９０ｐａから受信された第２の送信信号２９
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４ｐａに対応し得る。他の例示的な実施形態では、差動信号は、図２の第１の送信信号２
９２ｐａ～２９２ｐｋ、２９２ｓａ～２９２ｓｌのうちの１つもしくは複数および／また
は第２の送信信号２９４ｐａ～２９４ｐｋ、２９４ｓａ～２９４ｓｌのうちの１つもしく
は複数に対応し得る。
【００２２】
　[0026]増幅システム３００はまた、第１のゲート端子３１２と第２のゲート端子３１４
とに結合されたトランジスタ３２０（たとえばメイントランジスタ）を含み得る。図３に
示す例示的な実施形態では、トランジスタ３２０は、ｐ形金属酸化物半導体（ＰＭＯＳ）
トランジスタであってもよい。代替的に、トランジスタ３２０は、他の例示的な実施形態
ではｎ形金属酸化物半導体（ＮＭＯＳ）トランジスタであってもよい。トランジスタ３２
０は、スイッチとして動作し得る。トランジスタ３２０のゲート端子は、第１のゲート端
子３１２を第２のゲート端子３１４に選択的に結合するために、イネーブル信号３３０に
応答し得る。たとえば、トランジスタ３２０のドレイン端子は第２のゲート端子３１４に
結合され得、トランジスタ３２０のソース端子は第１のゲート端子３１２に結合され得る
。例示的な実施形態では、イネーブル信号３３０およびバイアス電圧３３２は、図２にお
ける制御信号２９６ｐａとしてデータプロセッサ／コントローラ２８０から受信され得る
。トランジスタ３２０が伝導するとき（たとえば、電流がソース端子とドレイン端子との
間で伝搬するとき）、第１のゲート端子３１２はトランジスタ３２０を介して第２のゲー
ト端子３１４に結合される。
【００２３】
　[0027]加えて、増幅システム３００は、第１のゲート端子３１２と制御ノード３２６と
に結合された第１の高インピーダンス要素（Ｚ）３２２と、第２のゲート端子３１４と制
御ノード３２６とに結合された第２の高インピーダンス要素（Ｚ）３２４とを含み得る。
高インピーダンス要素３２２および３２４はそれぞれ、制御ノード３２６とゲート端子３
１２、３１４との間に高インピーダンスをもたらし得る。高インピーダンス要素３２２お
よび３２４の各々は高インピーダンス値を有し得、トランジスタ３２０ならびに高インピ
ーダンス要素３２２および３２４は、制御ノード３２６に与えられるバイアス電圧３３２
に基づいて付勢されるように、第１のゲート端子３１２および第２のゲート端子３１４の
各々をイネーブルし得る。第１の例示的な実施形態では、第１の高インピーダンス要素３
２２および第２の高インピーダンス要素３２４は抵抗器であってもよい。たとえば、高イ
ンピーダンス要素３２２および３２４はそれぞれ、少なくとも１０キロオームの抵抗を有
し得る。第２の例示的な実施形態では、第１の高インピーダンス要素３２２および第２の
高インピーダンス要素３２４はインダクタであってもよい。たとえば、高インピーダンス
要素３２２および３２４は、周波数依存の高インピーダンス値をもたらすインダクタであ
ってもよい。
【００２４】
　[0028]動作の間、増幅システム３００は、ＤＡ　２９０ｐａから差動信号３３４および
３３６を受信する。差動カスコード増幅器３０２の第１の動作モード（たとえば、イネー
ブルまたはアクティブモード）の間、イネーブル信号３３０がアサートされ、トランジス
タ３２０は、第１のゲート端子３１２を第２のゲート端子３１４に結合するようにアクテ
ィベートされる。差動カスコード増幅器３０２に、受信された差動信号３３４、３３６を
増幅させ、図２のアンテナインターフェース回路２２４へその増幅された差動出力信号３
４０、３４２を供給させるため、第１のゲート端子３１２および第２のゲート端子３１４
は、第１の動作モードの間にトランジスタ３０４、３０６をイネーブルする（たとえばオ
ンにする）のに十分な特定の電圧レベル（たとえば１ボルト）にあるバイアス電圧３３２
によって付勢され得る。
【００２５】
　[0029]第２の動作モード（たとえば、ディスエーブルまたは非アクティブモード）の間
、イーンブル信号３３０はデアサートされ、トランジスタ３２０はデアクティベートされ
、バイアス電圧３３２は、論理低の電圧レベル（たとえば０ボルト）に設定される。トラ
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ンジスタ３２０をデアクティベートすることにより、第１のゲート端子３１２から第２の
ゲート端子３１４までのインピーダンスが増加する（たとえばインピーダンス増加が促進
される）。インピーダンス増加は、第１の高インピーダンス要素３２２および第２の高イ
ンピーダンス要素３２４上で少なくとも部分的に付勢され得る。インピーダンスを増加す
ることは、第１のゲート端子３１２を第２のゲート端子３１４から分離するかまたは実質
的に分離することになり、ゲート端子３１２、３１４におけるゲート電圧が独立に「浮動
する」ことが可能となり得る。ゲート電圧は「浮動する」ため、各ゲート電圧は、トラン
ジスタ３０４、３０６のドレインゲート間寄生キャパシタンスに起因するそれぞれのドレ
イン電圧に応答し得る。たとえば、第１のゲート端子３１２における第１のゲート電圧は
、第１のトランジスタ３０４の第１のドレイン端子における第１のドレイン電圧を「追跡
する」ことが可能である（たとえば、その第１のドレイン電圧に応答して電圧を変化させ
得る）。同様に、第２のゲート端子３１４における第２のゲート電圧は、第２のトランジ
スタ３０６の第２のドレイン端子における第２のドレイン電圧を「追跡する」ことが可能
である。したがって、ゲート電圧が第２の動作モードの間に変化しない（たとえば、論理
低の電圧値に固定される）他の差動カスコード増幅器と比較して、ゲート端子３１２、３
１４におけるゲート電圧は、それぞれのドレイン電圧に応答して電圧を変化させるため、
トランジスタ３０４、３０６のドレインゲート間電圧は、第２の動作モードの間に低減さ
れ得る。
【００２６】
　[0030]ドレインゲート間電圧を低減することは、図４を参照しながらより詳細に説明す
るシステム４００など、オフ状態にある複数のユニットセル（たとえば、ゲインセル）を
含む増幅器内のトランジスタにかかる電圧「ストレス」を低減することになり得る。複数
のユニットセルを含み、トランジスタ３２０と高インピーダンス要素３２２、３２４とを
含まない特定の増幅器では、ドレイン端子における電圧は、トランジスタに対して電圧「
ストレス」を引き起こすように十分に高いレベルに到達し得る。たとえば、トランジスタ
３２０と高インピーダンス要素３２２および３２４とを含まない他の差動カスコード増幅
器では、ゲート電圧は、差動カスコード増幅器がディスエーブルされているとき、論理低
の電圧レベル（たとえば０ボルト）に「強制される」。しかしながら、そのような他の差
動カスコード増幅器内にあるトランジスタのドレイン端子は、同じトランシーバの他のユ
ニットセル内にある他のトランジスタの他のドレイン端子に結合され得る。複数の他のユ
ニットセルはアクティブとなり、それぞれのゲート電圧が論理低の電圧レベルに「強制さ
れて」いる間に他の差動カスコード増幅器のトランジスタのドレイン端子における電圧を
高電圧レベルに到達させ得る。したがって、他の差動カスコード増幅器のトランジスタは
、他の差動カスコード増幅器がディスエーブルされているとき、高いドレインゲート間電
圧を経験する。高いドレインゲート間電圧は、トランジスタに電圧「ストレス」を引き起
こし得るが、この電圧「ストレス」は、トランジスタに損傷を引き起こし、他の差動カス
コード増幅器の信頼性を低減し得る。
【００２７】
　[0031]対照的に、トランジスタ３２０は、増幅システム３００がトランジスタ３０４お
よび３０６への損傷を防止または低減することを可能にする。たとえば、トランジスタ３
２０がデアクティベートされているとき、ゲート端子３１２および３１４のゲート電圧は
、論理低の電圧レベルに強制される代わりに、それぞれのドレイン電圧を「追跡する」。
したがって、トランジスタ３０４および３０６のドレインゲート間電圧は、トランジスタ
３０４および３０６に対する電圧「ストレス」を低減する。電圧「ストレス」を低減する
ことは、差動カスコード増幅器３０２がディスエーブルされているときに、トランジスタ
３０４および３０６への損傷を防止または低減することになり得る。
【００２８】
　[0032]加えて、トランジスタ３２０は、差動カスコード増幅器３０２の線形性（たとえ
ば、増幅された差動出力信号３４０、３４２と受信された差動信号３３４、３３６との間
の線形性）を増大させ得る。本明細書で使用するとき、「スイッチド」構成で構成された
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差動カスコード増幅器は、図３に示すように、トランジスタのゲート端子をトランジスタ
３２０および高インピーダンス要素３２２、３２４に結合された差動カスコード増幅器を
指す。対照的に、「ゲート結合」構成で構成された差動カスコード増幅器は、トランジス
タのゲート端子が互いに直接結合された差動カスコード増幅器（たとえば、トランジスタ
３２０および高インピーダンス要素３２２、３２４を含まない差動カスコード増幅器）を
指す。それぞれのドレイン電圧を「追跡する」ために、ゲート端子３１２、３１４におけ
るゲート電圧をイネーブルすることによって、「スイッチド」構成をなす差動カスコード
増幅器３０２は、「ゲート結合」構成をなす差動カスコード増幅器と比較して、増幅され
た差動出力信号３４０、３４２と受信された差動信号３３４、３３６との間の線形性を改
善している。たとえば、「ゲート結合」構成では、トランジスタのドレイン電圧は、それ
ぞれのゲート電圧を下回り、それによって第２の動作モード（たとえば非アクティブモー
ド）の間にトランジスタをオンにし得る。非アクティブモードの間にトランジスタをオン
にすることは、漏れ電流を増加させ、「ゲート結合」構成をなす差動カスコード増幅器の
線形性を低減することになる。
【００２９】
　[0033]「スイッチド」構成では、ゲート端子３１２、３１４のゲート電圧は、ドレイン
電圧がそれぞれのゲート電圧を下回らないように、トランジスタ３０４、３０６のドレイ
ン電圧に応答して変化する。したがって、トランジスタ３０４、３０６は、非アクティブ
モードの間にイネーブルされず（たとえばオンにされず）、差動出力信号３４０、３４２
の線形性は、「ゲート結合」構成をなす差動カスコード増幅器と比較して増大される。改
善された線形性に関係するさらなる詳細について、図４～図６を参照しながら説明する。
【００３０】
　[0034]図４を参照すると、トランジスタに対する電圧「ストレス」を低減した差動増幅
をもたらすシステム４００の例示的な実施形態が示されている。例示的な実施形態では、
システム４００は、電力増幅器または駆動増幅器に含められ得る。たとえば、本明細書で
説明するように、システム４００は、図２の電力増幅器２５４ｐａを含んでも、それを実
装するために使用されてもよい。他の例示的な実施形態では、システム４００は、図２の
電力増幅器２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓｌのうちの１つもしくは複数
および／または駆動増幅器２９０ｐａ～２９０ｐｋ、２９０ｓａ～２９０ｓｌのうちの１
つもしくは複数に含められ得るか、またはそれらを実装するために使用され得る。
【００３１】
　[0035]システム４００は、増幅器段４０２とアンテナ４０４とを含み得る。増幅器段４
０２は、各々が電力増幅器を形成する複数のＮ個の「ユニットセル」（たとえば部分）を
含み得、ここでＮは正の整数である。たとえば、アンテナ４０４はアンテナ２１０に対応
し得、各ユニットセルは、図２のＰＡ　２５４ｐａ～２５４ｐｋ、２５４ｓａ～２５４ｓ
ｌのうちの１つまたは複数に含められても、それらを実装するために使用されてもよい。
増幅器段４０２およびアンテナ４０４は、変圧器４０８を介するなど、出力負荷を介して
磁気的に結合され得る。たとえば、変圧器４０８は、図２のアンテナインターフェース回
路２２４に対応し得る。システム４００の構成要素は、送信機（たとえば図２の送信機２
５０ｐａ）に対応してもよく、または送信機の中に組み込まれてもよい。
【００３２】
　[0036]増幅器段４０２（たとえば複数のユニットセル）は、差動カスコード増幅器４１
２を有し、さらにトランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０（たとえばメイントランジスタ）を有
する例示的なユニットセル４１０を含み得る。差動カスコード増幅器４１２は、第１のト
ランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２と、第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４と、第１のト
ランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２に結合された第３のトランジスタ（Ｍ１ｐ）４２６と、第
２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４に結合された第４のトランジスタ（Ｍ１ｎ）４２８
とを含み得る。第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２と第３のトランジスタ（Ｍ１ｐ）
４２６は第１のカスコードトランジスタ対を形成し得、第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）
４２４と第４のトランジスタ（Ｍ１ｎ）４２８は第２のカスコードトランジスタ対を形成
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し得る。
【００３３】
　[0037]トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０は、第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２の
第１のゲート端子４３６と、第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４の第２のゲート端子
４３８とに結合され得る。例示的な実施形態では、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０はＰ
ＭＯＳトランジスタであってもよく、またスイッチとして動作し得る。トランジスタ（Ｍ
ＰＳＷ）４２０は、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０に応答する入力端子を含み
得る。例示的な実施形態では、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０、第１のバイア
ス電圧（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＮ）４４２、および第２のバイアス電圧（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿
ＯＦＦ）４４４は、図２の制御信号２９６ｐａとしてコントローラ２８０から受信され得
る。ユニットセル４１０は、制御ノード４３４と、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０の第
１の端子にさらに結合される第１のゲート端子４３６とに結合される第１の抵抗器４１４
（たとえば第１の高インピーダンス要素）をさらに含み得る。ユニットセル４１０は、制
御ノード４３４と第２のゲート端子４３８とに結合され、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２
０の第２の端子にさらに結合される第２の抵抗器４１６（たとえば第２の高インピーダン
ス要素）をさらに含み得る。抵抗器４１４および４１６の各々は、少なくとも１０キロオ
ームの抵抗を有し得る。
【００３４】
　[0038]差動カスコード増幅器４１２は変圧器４０８に結合され得る。たとえば、第１の
トランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２の第１のドレイン端子は第１のノード４３０を介して変
圧器４０８に結合され得、第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４の第２のドレイン端子
は第２のノード４３２を介して変圧器４０８に結合され得る。複数のユニットセルのうち
の他のユニットセルが、同様の様式で、第１のノード４３０と第２のノード４３２とに結
合され得る（たとえば、ノード４３０および４３２の各々が、複数のユニットセルのうち
の各々に結合され得る）。変圧器４０８は、Ｎ個のユニットセルの増幅された差動出力（
たとえば、ＶｏｕｔｐおよびＶｏｕｔｎ）をアンテナ４０４に与えるように構成され得る
。たとえば、ノード４３０および４３２において受信された増幅された差動出力は、各ア
クティブなユニットセルの差動カスコード増幅器の出力に基づき得るものであり、変圧器
４０８とアンテナ４０４との間で上述の磁気結合を介してアンテナ４０４に与えられ得る
。したがって、増幅器段４０２の各ユニットセルは、アクティベートされると、増幅され
た差動出力（ＶｏｕｔｐおよびＶｏｕｔｎ）に寄与する。
【００３５】
　[0039]増幅器段４０２の各ユニットセルは、例示的なユニットセル４１０と同様の構成
を有し得る。たとえば、各ユニットセルは、対応する差動カスコード増幅器と、対応する
トランジスタ（たとえば、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０に対応するトランジスタ）と
、対応する抵抗器（たとえば高インピーダンス要素）とを含み得、各ユニットセルは、ノ
ード４３０および４３２を介して変圧器４０８に結合され得る。各ユニットセルは、対応
するイネーブル信号に基づいて選択的にアクティベートされ得る。たとえば、スイッチの
対応するサブセットをデアクティベートすることによって（たとえば、イネーブル信号の
対応するサブセットをアサートすることを介して）、ユニットセルのサブセットがデアク
ティベートされ得る。Ｎ個のユニットセルの選択的なアクティベーションにより、増幅器
段４０２の利得が調節され得る。
【００３６】
　[0040]動作の間、増幅器段４０２は、差動信号（ＰＡ入力＋４５０およびＰＡ入力－４
５２）に応答し得る。例示的な実施形態では、差動信号（ＰＡ入力＋）４５０および（Ｐ
Ａ入力－）４５２は、第２の送信信号２９４ｐａとしてＤＡ　２９０ｐａから受信され得
る。差動カスコード増幅器４１２の第３のトランジスタ（Ｍ１Ｐ）４２６および第４のト
ランジスタ（Ｍ１ｎ）４２８は、差動信号（ＰＡ入力＋）４５０および（ＰＡ入力－）４
５２に応答し得る。差動カスコード増幅器４１２は、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）
４４０に基づいて種々の動作モードで動作し得る。イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４
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４０およびスイッチのペアが制御ノード４３４を付勢するために使用され得る。たとえば
、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０がアサートされるとき、制御ノード４３４は
、第１のバイアス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＮ）４４２によって付勢され得、イネーブル
信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０がデアサートされるとき、制御ノード４３４は第２のバイ
アス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＦＦ）４４４によって付勢され得る。例示的な実施形態で
は、第１のバイアス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＮ）４４２は、特定の電圧レベル（たとえ
ば、ほぼ１ボルトまたはトランジスタ４２２、４２４をイネーブルするのに十分な任意の
電圧）において実質的に一定の電圧を与え得、第２のバイアス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿Ｏ
ＦＦ）４４４は、論理低の電圧レベル（たとえば、ほぼ０ボルト）において実質的に一定
の電圧を与え得る。
【００３７】
　[0041]差動カスコード増幅器４１２の第１の動作モード（たとえば、「オン」モードま
たはアクティベートモード）の間、第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２および第２の
トランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４は、変圧器４０８を介してアンテナ４０４に与えられる
増幅差動出力（たとえばＶｏｕｔｐおよびＶｏｕｔｎ）に寄与するように、第１のバイア
ス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＮ）４４２に基づいてアクティベートされ得る。第１のモー
ドの間、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０は、第１のゲート端子４３６を第２のゲート端
子４３８に結合するために、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０の第１の値（たと
えば論理低の電圧レベル）に基づいてアクティベートされ得る。第１のゲート端子４３６
および第２のゲート端子４３８は、第１のバイアス信号（Ｖｄｃ＿ｃａｓ＿ＯＮ）４４２
に基づいて、抵抗器４１４および４１６を介して付勢され得る。
【００３８】
　[0042]差動カスコード増幅器４１２の第２の動作モード（たとえば、「オフ」モードま
たはデアクティベートモード）の間、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０は、第２
の値（たとえば、特定の電圧レベル）にアサートされ得る。抵抗器４１４および４１６を
介した第１のゲート端子４３６から第２のゲート端子４３８へのインピーダンスを増大さ
せるために、イネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０をデアサートすることにより、ト
ランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０がデアクティベートされる。第１のゲート端子４３６から
第２のゲート端子４３８へのインピーダンスを増大させることは、第１のゲート端子４３
６を第２のゲート端子４３８から分離するか、または実質的に分離することになり得る。
たとえば、抵抗器４１４および４１６と組み合わせて、第１のゲート端子４３６における
第１のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）が第２のゲート端子４３８における第２のゲート電
圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）から実質的に独立し得るように、デアクティベートされたトランジ
スタ（ＭＰＳＷ）４２０のインピーダンスは、十分に高くなり得る。
【００３９】
　[0043]ゲート端子４３６と４３８とを分離するかまたは実質的に分離することは、第１
のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）および第２のゲート電圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）がそれぞれ
第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２および第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４の
ドレイン電圧に応答する（たとえば、それを「追跡する」）ことを可能にし得る。たとえ
ば、第１のゲート端子４３６は、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０がデアクティベートさ
れているときに第２のゲート端子４３８に対して分離されるか、または実質的に分離され
るため、第１のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）は、第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２
２の第１のドレイン電圧（Ｖｏｕｔｐ）に基づいて第１の電圧へと「浮動する」ことがあ
る。第１のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）は、第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２の
第１のゲート端子４３６と第１のドレイン端子との間の容量結合が原因で「浮動する」こ
とがある。この例では、第１のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）は、第１のドレイン電圧（
Ｖｏｕｔｐ）の電圧変化（たとえば「スイング」）に比例する電圧変化（たとえば「スイ
ング」）を有し得るが、第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２がオンにならないような
十分に低い電圧レベルに依然としてある。第２のゲート電圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）は、
第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４の第２のドレイン電圧（Ｖｏｕｔｎ）に基づいて
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、（たとえば、第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４の第２のゲート端子４３８と第２
のドレイン端子との間の容量性結合が原因で）同様に第２の電圧に「浮動する」ことがあ
る。
【００４０】
　[0044]したがって、第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２に関連付けられる第１のド
レインゲート間電圧差および第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４に関連付けられる第
２のドレインゲート間電圧差は、増幅器のトランジスタのゲート端子がバイアス信号を介
して共通の論理低の電圧レベルに「強制される」デバイス（たとえば、他の差動カスコー
ド増幅器）と比較して低減され得る。図３に関して上記で説明したように、高いドレイン
ゲート間電圧は、トランジスタに損傷を与えることがあり、また増幅器の信頼性を減じる
こともある電圧「ストレス」を、トランジスタに対して引き起こす。ドレインゲート間電
圧を低減することは、トランジスタ４２２および４２４に損傷を与える可能性を低減する
ことになり、それによって差動カスコード増幅器４１２の信頼性が向上する。
【００４１】
　[0045]差動カスコード増幅器のトランジスタのゲート端子が、「ゲート結合」構成で互
いに直接結合されるデバイス（たとえば、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０ならびに抵抗
器４１４および４１６のないデバイス）では、ゲート端子は、差動カスコード増幅器がデ
アクティベートされるときに論理低の電圧レベル（たとえば０ボルト）で付勢される。し
かしながら、トランジスタのドレイン電圧は、デバイスの他のアクティベートされたユニ
ットセルに少なくとも部分的に基づいて、２＊Ｖｄｄ（たとえばレール電圧）の値に到達
し得る。したがって、トランジスタのドレインゲート間電圧は、１つのユニットセルがデ
アクティベートされているとき、２＊Ｖｄｄ程度の大きさになり得る。そのような大きな
ドレインゲート間電圧は、トランジスタに「ストレス」を引き起こし、「ゲート結合」構
成で構成された差動カスコード増幅器のトランジスタに損傷を与える（たとえば、トラン
ジスタのゲート酸化物領域に損傷を与える）可能性が増大する。
【００４２】
　[0046]システム４００（たとえば、「スイッチド」構成で構成されたシステム）では、
第２の動作モードの間に第１のゲート端子４３６を第２のゲート端子４３８から分離する
かまたは実質的に分離するために、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０と抵抗器４１４およ
び４１６とを使用することにより、トランジスタ４２２および４２４にかかる電圧「スト
レス」は、第１のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）と第２のゲート電圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）
とを論理低の電圧レベル（たとえば、ほぼ０ボルト）に「強制する」ことと比較して低減
される。たとえば、第１のゲート電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）は第１のドレイン電圧を「追跡
する」ことが可能であり、したがって、ドレインゲート間電圧が低減され、第１のトラン
ジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２に損傷を与える可能性が低減される。
【００４３】
　[0047]追加的に、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０を使用して、第１のゲート電圧（Ｖ
ｃｐｇａｔｅ）および第２のゲート電圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）がそれぞれのドレイン電圧に
応答するようにすることは、「ゲート結合」構成で構成された差動カスコード増幅器と比
較して、差動カスコード増幅器４１２の線形性（たとえば、増幅された差動出力（たとえ
ばＶｏｕｔｐおよびＶｏｕｔｎ）と差動信号（ＰＡ入力＋）４５０および（ＰＡ入力－）
４５２との間の関係の線形性）を増大させることになり得る。たとえば、第１のゲート電
圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）および第２のゲート電圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）がそれぞれのドレイン
電圧に応答するようにすることは、ゲート電圧がそれぞれのドレイン電圧を超えることを
防止するか、またはその可能性を低減することになる。したがって、トランジスタは第２
の動作モード（たとえばデアクティベートモード）の間、オフのままであるため、第１の
トランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２および第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）４２４における
漏れ電流が回避または低減され得る。対照的に、「ゲート結合」構成で構成された差動カ
スコード増幅器では、トランジスタは、第２の動作モードの間、オンになるかまたは部分
的にオンになり得、それによって対応する差動カスコード増幅器の線形性が低減する（た
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とえば低下する）。
【００４４】
　[0048]「スイッチド」構成で構成された差動カスコード増幅器４１２を含む（たとえば
、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０と抵抗器４１４、４１６とを含む）システム４００は
、「ゲート結合」構成で構成された差動カスコード増幅器と比較して、付加的な性能上の
利点をもたらし得る。図５を参照すると、「スイッチド」構成で構成された差動カスコー
ド増幅器（本明細書では「スイッチド構成ＤＣＡ」と呼ぶ）および「ゲート結合」構成で
構成された差動カスコード増幅器（本明細書では「ゲート結合構成ＤＣＡ」と呼ぶ）の飽
和時電力出力（Ｐｓａｔ）および振幅変調ごとの位相変調（ＡＭ－ＰＭ）のグラフが示さ
れており、全体として５００で示されている。例示的な実施形態では、スイッチド構成Ｄ
ＣＡは、図３の増幅システム３００の差動カスコード増幅器３０２または図４のシステム
４００の差動カスコード増幅器４１２に対応し得る。グラフ５００は、例示的な非限定的
な値を表している。他の実施形態では、ＰｓａｔおよびＡＭ－ＰＭの他の値が達成され得
る。
【００４５】
　[0049]グラフ５００は、スイッチド構成ＤＣＡに関連付けられる第１のＡＭ－ＰＭ曲線
５０２と、ゲート結合構成ＤＣＡに関連付けられる第２のＡＭ－ＰＭ曲線５０４とを含ん
でいる。ＡＭ－ＰＭ曲線５０２、５０４は、２つの差動カスコード増幅器に対するＡＭ－
ＰＭと無線周波数電力（Ｐｒｆ）との間の関係を示す。図５に示すように、スイッチド構
成ＤＣＡに関連付けられるＡＭ－ＰＭ変動は、ゲート結合構成ＤＣＡに関連付けられるＡ
Ｍ－ＰＭ変動と比較して低減されている（たとえばより小さくなっている）。たとえば、
「スイッチド」構成のＡＭ－ＰＭ値は、Ｐ２における第１のＡＭ－ＰＭ値５１０とＰ３に
おける第２のＡＭ－ＰＭ値５１２との間のＡＭ－ＰＭ差によって示されるように、０とＰ
３との間のＰｒｆ値に対して３度以内で変動し得る。「ゲート結合」構成のＡＭ－ＰＭ値
は、Ｐ１における第３のＡＭ－ＰＭ値５１４とＰ３における第４のＡＭ－ＰＭ値５１６と
の間のＡＭ－ＰＭ差によって示されるように、０とＰ３との間のＰｒｆ値に対して４度以
内で変動し得る。したがって、「スイッチド」構成は、「ゲート結合」構成と比較して、
０とＰ３との間のＰｒｆ値に対する少なくとも１度のＡＭ－ＰＭ変動の低減に関連付けら
れる。
【００４６】
　[0050]グラフ５００はまた、スイッチド構成ＤＣＡに関連付けられる第１のＰｓａｔ曲
線５０６と、ゲート結合構成ＤＣＡに関連付けられる第２のＰｓａｔ曲線５０８とを含ん
でいる。Ｐｓａｔ曲線５０６、５０８は、２つの差動カスコード増幅器に対するＰｓａｔ
とＰｒｆとの間の関係を示す。図５に示すように、スイッチド構成ＤＣＡのＰｓａｔは、
ゲート結合構成ＤＣＡのＰｓａｔと比較して増大されている。たとえば、第１のＰｒｆ値
Ｐ１において、スイッチド構成ＤＣＡに関連付けられる第１のＰｓａｔ値５２０は約２９
．４デジベル（ｄＢ）であり、ゲート結合構成ＤＣＡに関連付けられる第２のＰｓａｔ値
５２２は約２８．９ｄＢである。したがって、「スイッチド」構成は、「ゲート結合」構
成と比較して、Ｐｓａｔにおける増大（たとえば約０．５ｄＢの増大）に関連付けられる
。
【００４７】
　[0051]付加的な性能上の改善が図６に示されており、ここにおいて、スイッチド構成Ｄ
ＣＡおよびゲート結合構成ＤＣＡのエラーベクトル振幅（ＥＶＭ）のグラフが示されてお
り、全体として６００で示されている。グラフ６００は、例示的な非限定的な値を表して
いる。他の実施形態では、ＥＶＭの他の値が達成され得る。グラフ６００は、スイッチド
構成ＤＣＡに関連付けられる第１のＥＶＭ曲線６０２と、ゲート結合構成ＤＣＡに関連付
けられる第２のＥＶＭ曲線６０４とを含んでいる。ＥＶＭ曲線６０２、６０４は、２つの
差動カスコード増幅器に対するＥＶＭと出力電力（Ｐｏｕｔ）との間の関係を示す。図６
に示すように、スイッチド構成ＤＣＡのＥＶＭは、低い値のＰｏｕｔにおいてはゲート結
合構成ＤＣＡのＥＶＭと実質的に同様であり、また高い値のＰｏｕｔにおいては増大され
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ている。たとえば、第１のＰｏｕｔ値Ｐ１において、スイッチド構成ＤＣＡに関連付けら
れるＥＶＭは、ゲート結合構成ＤＣＡに関連付けられるＥＶＭと実質的に同様である。Ｐ
１よりも大きい（たとえば高い）第２のＰｏｕｔ値Ｐ２において、スイッチド構成ＤＣＡ
に関連付けられる第１のＥＶＭ値６０６は約３４．９ｄＢであり、ゲート結合構成ＤＣＡ
に関連付けられる第２のＥＶＭ値６０８は約３３．３ｄＢである。したがって、「スイッ
チド」構成は、「ゲート結合」構成と比較して、Ｐ２以上のＰｏｕｔ値におけるＥＶＭの
増大（たとえば１．５ｄＢを越える増大）に関連付けられる。
【００４８】
　[0052]図７を参照すると、差動カスコード増幅器内のトランジスタのゲート端子を選択
的に分離する方法の例示的な実施形態を示すフローチャートが示されており、全体として
７００で示されている。例示的な一実施形態では、方法７００は、図１～図２のワイヤレ
スデバイス１１０、図３の増幅システム３００、図４のシステム４００、またはそれらの
組合せにおいて実施され得る。
【００４９】
　[0053]方法７００は、７０２で、第１のゲート端子を有する第１のトランジスタを含み
、第２のゲート端子を有する第２のトランジスタをさらに含む差動カスコード増幅器にお
いて、差動信号を増幅することを含み得る。差動カスコード増幅器は、図３の差動カスコ
ード増幅器３０２もしくは図４の差動カスコード増幅器４１２を含むか、またはそれに対
応し得る。第１のトランジスタは、図３の第１のトランジスタ３０４もしくは図４の第１
のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２を含むか、またはそれに対応し得る。第２のトランジ
スタは、図３の第２のトランジスタ３０６もしくは図４の第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ
）４２４を含むか、またはそれに対応し得る。
【００５０】
　[0054]方法７００はまた、第１のゲート端子を第２のゲート端子に結合するために、第
１のゲート端子と第２のゲート端子との間に結合されたトランジスタを選択的にアクティ
ベートすることを含み得る。たとえば、トランジスタはそれぞれ、図３のトランジスタ３
２０もしくは図４のトランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０を含むかまたはそれに対応し得、ま
たイネーブル信号（たとえば、図３のイネーブル信号３３０または図４のイネーブル信号
（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０）に応答し得る。
【００５１】
　[0055]例示的な実施形態では、方法７００は、第１の高インピーダンス要素および第２
の高インピーダンス要素に少なくとも部分的に基づいて、第１のゲート端子から第２のゲ
ート端子へのインピーダンスを増大させるために、トランジスタをデアクティベートする
ことを含む。第１の高インピーダンス要素は、第１のゲート端子および制御ノードに結合
され得、第２の高インピーダンス要素は、第２のゲート端子および制御ノードに結合され
得る。たとえば、トランジスタ３２０は、第１の高インピーダンス要素３２２および第２
の高インピーダンス要素３２４に少なくとも部分的に基づいて、第１のゲート端子３１２
から第２のゲート端子３１４へのインピーダンスを増大させるために、デアクティベート
され得る。別の例として、トランジスタ（ＭＰＳＷ）４２０は、第１の抵抗器４１４およ
び第２の抵抗器４１６に少なくとも部分的に基づいて、第１のゲート端子４３６から第２
のゲート端子４３８へのインピーダンスを増大させるために、デアクティベートされ得る
。トランジスタをデアクティベートすることは、第１のゲート端子における第１の電圧が
第１のトランジスタの第１のドレイン端子における第１のドレイン電圧に応答する（たと
えば、第１のドレイン電圧を「追跡する」）ことを引き起こし得、また、第２のゲート端
子における第２の電圧が第２のトランジスタの第２のドレイン端子における第２のドレイ
ン電圧に応答する（たとえば、第２のドレイン電圧を「追跡する」）ことを引き起こし得
る。たとえば、トランジスタ３２０をデアクティベートすることは、第１のゲート端子３
１２における第１のゲート電圧が第１のトランジスタ３０４の第１のドレイン端子におけ
る第１のドレイン電圧に応答することを引き起こし得、また、第２のゲート端子３１４に
おける第２のゲート電圧が第２のトランジスタ３０６の第２のドレイン端子における第２
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のドレイン電圧に応答することを引き起こし得る。別の例として、トランジスタ（ＭＰＳ
Ｗ）４２０をデアクティベートすることは、第１のゲート端子４３６における第１のゲー
ト電圧（Ｖｃｐｇａｔｅ）が第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２の第１のドレイン端
子における第１のドレイン電圧（Ｖｏｕｔｐ）に応答することを引き起こし得、また、第
２のゲート端子４３８における第２のゲート電圧（Ｖｃｎｇａｔｅ）が第２のトランジス
タ（Ｍ１ｎｃ）４２４の第２のドレイン端子における第２のドレイン電圧（Ｖｏｕｔｎ）
に応答することを引き起こし得る。
【００５２】
　[0056]方法７００は、増幅器段の利得制御を可能にする一方で、１つまたは複数のトラ
ンジスタにかかる電圧「ストレス」を低減する。たとえば、増幅器段の利得は、増幅器段
の１つまたは複数のユニットセルをオンまたはオフにすることによって調節され得る。差
動カスコード増幅器がオフにされているときに第１のゲート端子を第２のゲート端子から
分離するかまたは実質的に分離するために、トランジスタおよび高インピーダンス要素を
使用することにより、方法７００は、差動カスコード増幅器がオフにされているとき、論
理低の電圧レベル（たとえば、ほぼ０ボルト）に「強制された」ゲート端子を有するトラ
ンジスタと比較して、トランジスタのドレインゲート間電圧の低減を可能にする。ドレイ
ンゲート間電圧を低減することは、トランジスタに損傷を与える可能性を低減することに
なり、また差動カスコード増幅器の信頼性を向上させることになる。加えて、それぞれの
ドレイン電圧を追跡するためにゲート電圧をイネーブルすることは、差動カスコード増幅
器の線形性（たとえば、増幅された差動出力と受信された差動入力との関係の線形性）を
増大させることになる。
【００５３】
　[0057]説明した実施形態とともに、ある装置が、差動信号を増幅するための手段を含む
。増幅するための手段は、図３の差動カスコード増幅器３０２、図４の差動カスコード増
幅器４１２、差動信号を増幅するための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュ
ール、もしくは命令、またはそれらの任意の組合せを含み得るか、またはそれらに応答し
得る。増幅するための手段は、第１のゲート端子を有する第１のトランジスタと、第２の
ゲート端子を有する第２のトランジスタとを含み得る。第１のトランジスタは、図３の第
１のゲート端子３１２を有する第１のトランジスタ３０４または図４の第１のゲート端子
４３６を有する第１のトランジスタ（Ｍ１ｐｃ）４２２を含み得るか、またはそれに対応
し得、第２のトランジスタは、図３の第２のゲート端子３１４を有する第２のトランジス
タ３０６または図４の第２のゲート端子４３８を有する第２のトランジスタ（Ｍ１ｎｃ）
４２４を含み得るか、またはそれに対応し得る。
【００５４】
　[0058]この装置は、第１のゲート端子を第２のゲート端子に選択的に結合するための手
段を含み得る。選択的に結合するための手段は、図３のトランジスタ３２０、図４のトラ
ンジスタ（ＭＰＳＷ）４２０、第１のゲート端子を第２のゲート端子に選択的に結合する
ための１つもしくは複数の他のデバイス、回路、モジュール、もしくは命令、またはそれ
らの任意の組合せを含み得るか、またはそれらに応答し得る。
【００５５】
　[0059]例示的な一実施形態では、この装置は、第１のゲート端子と制御ノードとに結合
された第１の高インピーダンス要素と、第２のゲート端子と制御ノードとに結合された第
２の高インピーダンス要素とをさらに含み得る。第１の高インピーダンス要素および第２
の高インピーダンス要素はそれぞれ、図３の第１の高インピーダンス要素３２２および第
２の高インピーダンス要素３２４、または図４の第１の抵抗器４１４および第２の抵抗器
４１６を含み得るか、またはそれに対応し得る。制御ノードは、図３の制御ノード３２６
または図４の制御ノード４３４を含むか、またはそれに対応し得る。
【００５６】
　[0060]例示的な一実施形態では、第１の高インピーダンス要素および第２の高インピー
ダンス要素は、抵抗器、インダクタ、またはそれらの組合せを含み得る。選択的に結合す
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るための手段は、第１のゲート端子を第２のゲート端子に結合するように増幅するための
手段の第１の動作モードの間にアクティベートされ得、第１の高インピーダンス要素およ
び第２の高インピーダンス要素を介して第１のゲート端子から第２のゲート端子へのイン
ピーダンスを増大させるように増幅するための手段の第２の動作モードの間にデアクティ
ベートされ得る。たとえば、選択的に結合するための手段は、図３～図４および図７を参
照しながら説明したように、ドレイン電圧に応答する（たとえばドレイン電圧を「追跡す
る」）ためにゲート電圧をイネーブルするために、第１のゲート端子を第２のゲート端子
から分離し得るか、または実質的に分離し得る。
【００５７】
　[0061]本明細書で開示した実施形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、構
成、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、プロセッサ
によって実行されるコンピュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得る
ことを、当業者はさらに諒解されよう。たとえば、図２の制御信号２９６ｐａ、図３のイ
ネーブル信号３３０、図４のイネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ）４４０、またはそれらの
組合せは、命令を実行するプロセッサによって生成され得る。様々な例示的な構成要素、
ブロック、構成、モジュール、回路、およびステップが、上記では概して、それらの機能
に関して説明された。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、プロセッサ実
行可能命令として実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計
制約に依存する。当業者は、説明された機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得
るが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべき
ではない。
【００５８】
　[0062]本明細書で開示する実施形態に関して説明した方法またはアルゴリズムのステッ
プは、直接ハードウェアで実施され得るか、プロセッサによって実行されるソフトウェア
モジュールで実施され得るか、またはその２つの組合せで実施され得る。例示すると、プ
ロセッサは、図３のイネーブル信号３３０または図４のイネーブル信号（Ｔｕｒｎ＿ＯＮ
）４４０を生成することを含む方法またはアルゴリズムを実施するための命令を実行し得
る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ
、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可
能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気消去可能プログラマブル読取り
専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルデ
ィスク、コンパクトディスク読取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、または当技術分野で知
られている任意の他の形態の非一時的記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プ
ロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように
プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体は、プロセッサと一体化され得る。プロ
セッサおよび記憶媒体は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）に存在することができる。
ＡＳＩＣは、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末に存在することができる。代
替では、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピューティングデバイスまたはユーザ端末に
個別の構成要素として存在することができる。
【００５９】
　[0063]開示されている実施形態の上記の説明は、当業者が開示されている実施形態を製
作または使用することを可能にするために提供されている。これらの実施形態に対する種
々の変更は、当業者には容易に明らかになり、本明細書において規定される原理は、本開
示の範囲から逸脱することなく、他の実施形態に適用され得る。たとえば、特定の例示的
な回路が説明されてきたが、他の回路も実装され得る。したがって、本開示は、本明細書
に示した実施形態に限定されるものではなく、以下の特許請求の範囲によって定義される
原理および新規の特徴と一致することが可能な最も広い範囲が与えられるべきものである
。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　第１のトランジスタと第２のトランジスタとを備える差動カスコード増幅器と、
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　　前記差動カスコード増幅器の前記第１のトランジスタのゲート端子に結合されたソー
ス端子と、
　　前記差動カスコード増幅器の前記第２のトランジスタのゲート端子に結合されたドレ
イン端子と
　を含むトランジスタとを備える装置。
[Ｃ２]　前記ソース端子に結合された第１の高インピーダンス要素と、
　前記第１の高インピーダンス要素と前記ドレイン端子とに結合された第２の高インピー
ダンス要素とをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ３]　前記第１の高インピーダンス要素は第１の抵抗器を備え、ここにおいて、前記第
２の高インピーダンス要素は第２の抵抗器を備える、Ｃ２に記載の装置。
[Ｃ４]　前記第１の高インピーダンス要素は第１のインダクタを備え、ここにおいて、前
記第２の高インピーダンス要素は第２のインダクタを備える、Ｃ２に記載の装置。
[Ｃ５]　前記差動カスコード増幅器は、
　前記第１のトランジスタに結合された第３のトランジスタと、
　前記第２のトランジスタに結合された第４のトランジスタと、ここにおいて、前記第１
のトランジスタと前記第３のトランジスタは第１のカスコードトランジスタ対を形成し、
ここにおいて、前記第２のトランジスタと前記第４のトランジスタは第２のカスコードト
ランジスタ対を形成する、をさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ６]　前記第３のトランジスタのゲートは第１の差動入力信号を受信するように構成さ
れ、ここにおいて、前記第４のトランジスタのゲートは第２の差動入力信号を受信するよ
うに構成される、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ７]　前記差動カスコード増幅器に結合された変圧器をさらに備え、ここにおいて、前
記変圧器は、前記差動カスコード増幅器の出力をアンテナに与えるように構成される、Ｃ
１に記載の装置。
[Ｃ８]　電力増幅器をさらに備え、ここにおいて、前記トランジスタおよび前記差動カス
コード増幅器は前記電力増幅器内に含められる、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ９]　駆動増幅器をさらに備え、ここにおいて、前記トランジスタおよび前記差動カス
コード増幅器は前記駆動増幅器内に含められる、Ｃ１に記載の装置。
[Ｃ１０]　差動信号を増幅するための手段と、増幅するための前記手段は、第１のゲート
端子を有する第１のトランジスタと、第２のゲート端子を有する第２のトランジスタとを
含む、
　前記第１のゲート端子を前記第２のゲート端子に選択的に結合するための手段とを備え
る装置。
[Ｃ１１]　前記第１のゲート端子を前記第２のゲート端子に選択的に結合するための前記
手段はトランジスタを含む、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１２]　前記差動信号を増幅するための前記手段は、
　前記第１のトランジスタに結合された第３のトランジスタと、
　前記第２のトランジスタに結合された第４のトランジスタと、ここにおいて、前記第１
のトランジスタと前記第３のトランジスタは第１のカスコードトランジスタ対を形成し、
ここにおいて、前記第２のトランジスタと前記第４のトランジスタは第２のカスコードト
ランジスタ対を形成する、をさらに備える、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１３]　前記第３のトランジスタのゲートは第１の差動入力信号を受信するように構成
され、ここにおいて、前記第４のトランジスタのゲートは第２の差動入力信号を受信する
ように構成される、Ｃ１２に記載の装置。
[Ｃ１４]　前記差動入力信号を増幅するための前記手段の出力をアンテナに与えるための
手段をさらに備える、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１５]　電力増幅器をさらに備え、ここにおいて、前記差動入力信号を増幅するための
前記手段および前記第１のゲートを前記第２のゲートに選択的に結合するための前記手段
は、前記電力増幅器内に含められる、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１６]　駆動増幅器をさらに備え、ここにおいて、前記差動入力信号を増幅するための
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前記手段および前記第１のゲートを前記第２のゲートに選択的に結合するための前記手段
は、前記駆動増幅器内に含められる、Ｃ１０に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記差動信号を増幅するための前記手段は差動カスコード増幅器を含む、Ｃ１
０に記載の装置。
[Ｃ１８]　第１のゲート端子を有する第１のトランジスタを含み、第２のゲート端子を有
する第２のトランジスタをさらに含む差動カスコード増幅器において、差動信号を増幅す
ることと、
　第１のモードの間に、前記第１のゲート端子と前記第２のゲート端子との間に結合され
たトランジスタを介して、前記第１のゲート端子を前記第２のゲート端子に結合するため
に、前記トランジスタをアクティベートすることとを備える方法。
[Ｃ１９]　第２のモードの間に、第１の高インピーダンス要素および第２の高インピーダ
ンス要素を介して前記第１のゲート端子を前記第２のゲート端子に結合するために、前記
トランジスタをデアクティベートすることをさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記第２のモードの間に、前記第１のゲート端子における電圧が前記第１のト
ランジスタのドレイン電圧を追跡し、前記第２のゲート端子における電圧が前記第２のト
ランジスタのドレイン電圧を追跡する、Ｃ１９に記載の方法。

【図１】 【図２】
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